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 1.  知ること  今回の講義のリアクション

ペーパーについて、あまり多
くのコメントは必要ないと思
います。 

 アインシュタインの理論が核のエネル
ギーの根拠になっている、ということに
加え、アインシュタインには、もう一つ
の負い目があったと思います。それは、
彼がナチスドイツが原爆を作る前に、ア
メリカが作るべきだとアメリカ大統領に
進言したことです。 
 この点は補足します。 

 最終講では改めて科学者
について考えてみましょう。 

 平和ボケとか、甘い考え、とい
う指摘もある（核を含む）非武装
という考え方は、実は、最も勇気 

がいる考え方ではないでしょうか。武装して自分を守るのは、逆に、勇気の無さの表れだと私は思います。 

2.  この講義について 
 発見が沢山あったとのこ
と。とても良かったです。 
 第14講の隠れテーマは
「知らなければならない」
です。そのため、講義の 

初めの頃から、勉強の
仕方についてコメント 

してきました。リアクションペーパーにいいこと書いてもらったので、ここで追加します。あらかじめ勉
強しておくと、学習効率は高くなります。是非、予習しておきましょう！ 



 個人的には、こうしたコメントを
書ける皆さんが、これから社会で活
躍すれば、世の中がどんどん良く
なっていくと思っています。 

 どちらにするか、みんなで決めてい
きましょう。その時に色々な事を知っ
ておかなければ正しい判断ができない
ことを忘れないようにしましょう！ 

３.  私たちの責任 

 私自身も、実は、泣きたい
気持ちで毎年この回の講義を
しています。でも、泣いてい
てもしょうがありません。 

みんな掛け替えのない、大切な人生を送ってきたはずです。それを否定することはありません。これから
の人生の中でできることをしていきましょう！私はこの講義をすることが役割の一つだと思っています。 



４.  身近になる最新技術  まず、テレビ番組は往々に
して発言者の意図が間違って
伝わるので、私が誤解してい
る部分もあるかもしれません。
しかし、あの番組を見た範囲
では、iPS 細胞を基に、自分
の研究室で、自分の研究とし
てクローンを作っています。
それを自分で恐いというのは、
私は納得できません。 

 しかし、指摘したいのはそこではな
く、一度技術が開発されると、開発者
の意図を離れて用途が広がっていく点
にあります。もちろん、医療に貢献は
あるでしょう。しかし、その進化をコ
ントロールするのが、一部の科学者だ
けだとしたら…。 

 歴史に学んで、私たち自身が良く勉強して考え
なければならないのではないでしょうか。 

と思う人がいるなら、科
学者も同じ人間ですから
楽しみで作る人もいるで
しょうね。 

 私たちの生活を豊かにするも
のは、人を傷つける物としても
使えます。ナイフも自動車も、
３Ｄプリンタも…。 

 キメラ（キマイラじゃありません）については、
動物に臓器を作らせる研究として行われています。
しかし、もしも皆さんの中に、「どこか楽しみ」 

 私たち自身が勉強して、自分たちで
コントロールする以外の解決策はない
と思っています。 

 まず、政治に対して、私たちに責任があることを自覚すべきです。どんな国の為政者も、国民の意思を
全く無視して政治を行うことはできません。それは歴史も証明しています。私たち自身に政治をコント
ロールする力（ちから）と責任があるはずです。次に、話は政治だけでは閉じなくなった時代を迎えてい
ることを理解しなければなりません。身近な技術で人を傷つけることができるようになってきました。こ
れは、アルカイダのような、国家組織ではない武力集団があちこちに誕生していることと無関係ではあり
ません。私たち自身に、人を傷つける能力が以前よりも高まっていることを認識すべきだと私は思います。
私たち自身が、何を学んでそれをどう活かすか、何を使ってどう活用するか、それが問われていると思い
ます。 


